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4. 実施設計 
実施設計段階では、新たに BIM/CIM モデルを作成、又は前工程から引き継がれた BIM/CIM モデ

ルを更新し、この BIM/CIM モデルを活用して設計業務の効率化・高度化に取り組むものとする。 
 

【解説】 
BIM/CIM モデルを活用して設計業務の効率化・高度化に取り組むことを推奨する「活用項目」を、

「設計業務照査の手引書（案）」に基づき各設計業務内容から選定し事例として記載した。今回整理し

た対象工種は「ほ場整地工」「農道、畦畔及び進入路」「水路工」「暗渠排水工」である。 
この「活用項目」では、従来の２次元情報に基づき行っていた設計業務における照査・確認業務のう

ち BIM/CIM モデルを活用して形状情報を立体的に把握し、また、関連する情報を属性情報等として付

与することで情報の利活用性を向上させ、高度化、効率化が図られることが期待される項目を「設計業

務照査の手引書（案）」の照査項目等を参考に設定し「確認内容」として選定し、その際に活用する

BIM/CIM モデルの要件を目安として整理している。 
なお、記載している事例は活用を推奨しているものであること、また、活用する BIM/CIM モデルの

要件については目安であることに留意し、必要に応じて受発注者間で事前協議等を行うものとする。 
 
「設計業務照査の手引書（案）」におけるフローチャートを次に示す。 
図中の着色したものについて、以降に「活用項目」として事例を記載している。 
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4.1. ほ場整地工  

4.1.1. 現地調査 

（１）活用内容 

設計に必要な現地状況を把握するために BIM/CIM モデルを活用して区画、道路、用排水施

設の位置関係や用排水系統について確認するとともに、当該設計箇所における地形、地質、地

物、土地利用状況、栽培作物、景観特性等についても確認を行うものとする。また、工事用道

路、仮排水路、施工ヤード等の施工の観点から現地状況を BIM/CIM モデルを活用し把握、整

理するものとする。 
 

【活用事例】 
・現況地形データの取得（点群データ）に合わせ、既設構造物や用排水施設等をモデル化。 
・可視化したモデルにより現地状況を確認するとともに、後工程の施工計画の照査等に活用す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2 現地調査において活用する BIM/CIM モデルの例（1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-3 現地調査において活用する BIM/CIM モデルの例（2） 
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（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「現地調査」で把握した情報を地形モデル等に反映し３次元的に確認するとともに、これら

の情報を後工程に引き継ぐことで、業務の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「現地調査」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
次表の「確認内容及び BIM/CIM モデルの要件」の定義については以下のとおりである。 

 
確認内容： 
『設計業務照査の手引書（案）』の照査項目一覧表の照査内容等を参考に、照査内容等のう

ち BIM/CIM モデルの活用が期待される内容を設定している（下線部）。なお、設定した項目

以外における BIM/CIM モデルの活用を妨げるものではない。 
 
BIM/CIM モデル作成のポイント： 
作業負担を考慮の上、確認内容で活用する BIM/CIM モデルを効果的に作成するための留意

事項を示したものである。 
 
BIM/CIM モデルの種類： 
活用する BIM/CIM モデルを構成する主な BIM/CIM モデルの種類を示したものである。必

要に応じて、ここで示す種類以外の BIM/CIM モデルについても組み合わせることとする。 
 
詳細度（※）： 
BIM/CIM モデルを用いて確認内容を把握できるよう、その段階で必要とされる BIM/CIM モ

デルの詳細度の目安を示したものである。 
 
属性情報等（※）： 
BIM/CIM モデルを用いて確認内容を把握できるよう、その段階で必要とされる BIM/CIM モ

デルの属性情報や参照資料の目安を示したものである。各事業の性質や後工程での活用を考慮

して、適宜取捨選択することとする。 
 
（※）最終的な設計成果物として納品する BIM/CIM モデルの詳細度及び属性情報等につい

ては、NN ガイドライン「第 1 編 共通編」において示すが、ここで示すものは最終的な設計成

果物に至るまでの各段階における目安を示したものであることに留意されたい。 
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表 4-1 「現地調査」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 

地形・地質（特殊土壌地帯）・

土地利用等現地の状況を把

握しているか 

・線的な物件は線形モ 
デル又は簡単な構造

物モデルでよい。 
・周辺の土地利用状況

など面的に表現する

場合はサーフェスな

どで領域を示す。 

・地形モデル 
・地質・土質モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル ～200 

・地形・地質条

件 
・現地状況及び

施設等の情

報 

2 
土壌調査・地耐力調査の結果

を把握しているか 
・サーフェスなどで領

域を示す。 
・地形モデル 
・地質・土質モデル ～200 

・土壌の物理

性、理化学性 

3 

道路状況・河川状況を把握し

ているか 
・サーフェスなどで領

域を示すか、２D 図
面を地形サーフェス

へマッピングする等

して表現する。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル ～200 

・把握した各状

況の情報 

4 
周辺の環境状況を把握して

いるか － － － 

（・周辺環境の

情報・環境調

査等の資料） 

5 

支障物件の状況及びその処

理方針を把握しているか 
・線的な物件は線形モ 
デル又は簡単な構造

物モデルでよい。 
・面的に表現する場合

はサーフェスなどで

領域を示す。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル 

～200 

・支障物件の情

報 

6 
施工時の注意事項を把握し

ているか － － － 

（・施工条件） 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.1.2. 設計図作成 

（１）活用内容 

BIM/CIM モデルを活用して区画の位置、形状と土地条件（土壌、地形、傾斜等）の整合が適

切にとれているかの確認を行う。また、支障物件、周辺施設との近接等、施工条件が設計計画

に反映されているかの確認を行う。 
 

【活用事例】 
・地形モデル、線形モデル、土工形状モデル、構造物モデルから統合モデルを作成し、現況地

形と設計形状との整合性、構造物間の取り合い、周辺家屋等との干渉の有無等を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-4 設計図作成において活用する BIM/CIMモデルの例（1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-5 設計図作成において活用する BIM/CIMモデルの例（2） 
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【活用事例】 
・傾斜地での区画整理において、従来区画案と等高線区画案を BIM/CIM モデルにより作成

し、区画面積、切盛土工量等を比較検討した。地形条件により区画形質の良否を判断し、従

来区画の区域と等高線区画の区域を設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-6 設計図作成において活用する BIM/CIMモデルの例（3） 

 
 
 

  

現況 従来区画案 等高線区画案 
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（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「設計図作成」に該当する情報を BIM/CIM モデル化し、３次元的に確認することで、施工段

階での変更を最小限に抑え、設計の手戻りや工事遅延の防止など、詳細図作成段階における設

計確認の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「設計図作成」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM

モデルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 

 
 

表 4-2 「設計図作成」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 
区画設計は受益者の同意を

得ているか － － － 
（・地権者及び

関係者等と

の調整内容） 

2 

表土扱いの厚さは妥当か ・簡単な土工形状モデ

ルでよい。 
・地形モデル 
・地質・土質モデル 
・土工形状モデル ～300 

・適用した基準

等 
・土壌の物理

性、理化学性 

3 

客土の必要性・土量・用土の

検討を行っているか 
・簡単な土工形状モデ

ルでよい。 
・地形モデル 
・地質・土質モデル 
・土工形状モデル ～300 

・適用した基準

等 
・土壌の物理

性、理化学性 

4 
構造図の規格は仕様書と整

合しているか － － － － 

5 
構造図は打合せ事項を反映

しているか － － － 

（・打合せ事項

に関する資

料） 

6 

構造物の一般図に必要な項

目を記述しているか 
－ 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・設計計算書等 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.1.3. 施工計画 

（１）活用内容 

工事の順序、施工方法等を検討し、必要な情報を BIM/CIM モデル化し、これを活用して受

発注者間で最適な施工計画案を策定する。その主な内容は下記に示すものとする。 
ア 施工条件 
イ 施工方法 
ウ 土工計画 
エ 工程計画 
オ 工事機械、仮設備とその配置 
カ 環境保全対策 
キ 安全対策 

 
 
 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「施工計画」では計画の検討等に必要な情報を BIM/CIM モデルを活用し、仮設計画の可視

化や施工ステップのシミュレーションなどにより３次元的に確認することで、施工計画の妥当

性を効率的に照査し、検討の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「施工計画」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-3 「施工計画」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 
施工機械の導入機種の選定

は妥当か － － － － 

2 

施工時の道路・水路の仮回し

計画は適正か 
・線形モデル及び簡単

な土工形状、構造物モ

デルでよい。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～200 

・仮設道路、仮

回し水路の

設計概要情

報 

3 

工事用道路・搬入路計画は妥

当か 
・線形モデル及び簡単

な土工形状、構造物モ

デルでよい。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～200 

・工事用道路 
の使用目的、

設計概要情

報 

4 
工事特別仕様書の内容は適

正か － － － 
（・工事特別仕

様書） 

5 
地区外用水は考慮している

か － － － － 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.1.4. 数量計算 

（１）活用内容 

『土地改良工事数量算出要領（案）』に基づくとともに『土木工事数量算出要領（案）に対

応する BIM/CIM モデル作成の手引き（案）』を参考とし、BIM/CIM モデルを活用して数量の

算出を行う。算出した結果等については BIM/CIM モデルの属性情報等として付与するものと

する。 
 

【活用事例】 
・土量算出において、作成した土工形状モデル及び土層サーフェスモデルを用いて、ほ場の造

成・整地に係る盛土及び土軟硬別の掘削土量を自動算出する。 
・従来の２次元図面による数量算出に比べ、BIM/CIM モデルを利用した自動算出により、労

力、時間を短縮することができ、業務効率化が図られた。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 4-7 数量計算において活用する BIM/CIMモデルの例（1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-8 数量計算において活用する BIM/CIMモデルの例（2） 
  

 
岩盤 3Dデータ 

土量に加え岩盤の掘削量も 3Dデータから算出 
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（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「数量計算」では BIM/CIM モデルを活用した迅速かつ精度の高い数量の算出を行い、算出

した数量情報等を属性情報等として付与し確認を行うことで、業務の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「数量計算」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-4 「数量計算」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 
傾斜区分による整地工積算

方法は妥当か － － － － 

2 

運土計画を作成しているか ・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照するとともに、必

要に応じモデルを分

割し、必要な属性情報

を付与する。 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・地質・土質モデル 

～400 

・数量総括表

など 

3 

数量計算は適用基準及び打

合せ事項と整合しているか。

（有効数字・位取り・単位・

区分等） 

・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照するとともに、必

要に応じモデルを分

割し、必要な属性情報

を付与する。 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・地質・土質モデル 

～400 

・数量総括表

など 

4 
数量計算に用いた寸法は図

面と一致しているか。 － － － － 

5 

数量取りまとめは、打合せの

とおりの種類・材料毎に計上

しているか。 

・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・地質・土質モデル 

～400 

・数量総括表

など 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.2. 農道、畦畔及び進入路 

4.2.1. 現地調査 

（１）活用内容 

設計に必要な現地状況を把握するために BIM/CIM モデルを活用して構造物等の位置、交差

又は付替道路、用排水系統等について確認するとともに、当該設計箇所における地形、地質、

地物、植生、土地利用状況等についても確認を行うものとする。また、工事用道路、仮排水路、

施工ヤード等の施工の観点から現地状況を BIM/CIM モデルを活用し把握、整理するものとす

る。 
 

【活用事例】 
4.1.1 現地調査を参照。 

 
 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「現地調査」で把握した情報を地形モデル等に反映し３次元的に確認するとともに、これら

の情報を後工程に引き継ぐことで、業務の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「現地調査」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
次表の「確認内容及び BIM/CIM モデルの要件」の定義については以下のとおりである。 

 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-5 「現地調査」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 

地形・地質（特殊土壌地帯）・

土地利用等現地の状況を把

握しているか 

・線的な物件は線形モ 
デル又は簡単な構造

物モデルでよい。 
・周辺の土地利用状況

など面的に表現する

場合はサーフェスな

どで領域を示す。 

・地形モデル 
・地質・土質モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル ～200 

・地形・地質条

件 
・現地状況及び

施設等の情

報 

2 

道路状況・河川状況を把握し

ているか 
・サーフェスなどで領

域を示すか、２D 図
面を地形サーフェス

へマッピングする等

して表現する。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル ～200 

・把握した各状

況の情報 

3 
周辺の環境状況を把握して

いるか － － － 

（・周辺環境の

情報・環境調

査等の資料） 

4 

支障物件の状況及びその処

理方針を把握しているか 
・線的な物件は線形モ 
デル又は簡単な構造

物モデルでよい。 
・面的に表現する場合

はサーフェスなどで

領域を示す。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル 

～200 

・支障物件の情

報 

5 
施工時の注意事項を把握し

ているか － － － 

（・施工条件） 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.2.2. 設計図作成 

（１）活用内容 

BIM/CIM モデルを活用して農道、畦畔及び進入路の位置、形状等の設計の妥当性を確認す

る。また、支障物件、周辺施設との近接等、施工条件が設計計画に反映されているかの確認を

行う。 
 

【活用事例】＜農道＞ 
・BIM/CIM モデルを活用して、農機の走行経路から車両の傾き等をシミュレーションし、道路

幅員や路面高さ、地物の設置位置等の最適化を図ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-9 設計図作成において活用する BIM/CIMモデルの例（1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-10 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例（2）  

出典：SIPフォーラム 2022「知能化農機」シンポジウム 

   https://youtu.be/lGZbcu4cE18 

 
（３次元モデルに人型モデルや軽トラを追加） 
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【活用事例】＜農道＞ 
・BIM/CIM モデルを活用して、道路法面におけるねじれや離れ、重なり等のモデルの不整合や

道路との干渉チェックを効率的に行うことができる。 
・３次元設計データを情報化施工で活用するため、現場で使用する ICT 建設機械で利用可能な

ファイル容量に圧縮する必要があった。このため、設計データ（TIN データ）の解像度を低

下させる対応を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-11 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例（３次元設計データ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-12 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例（情報化施工に活用する TIN データ） 
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【活用事例】＜農道＞ 
・傾斜地での農道設計において、BIM/CIM モデルを活用することで、縦断勾配について設計条

件との整合性確認を迅速に行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-13 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例 
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【活用事例】＜進入路＞ 
・進入路とほ場、道路、開水路との位置関係や進入路の端部、法尻が視認しやすく、関係者と

の合意形成の効率化などが図られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-14 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例 

 
 

【活用事例】＜進入路＞ 
・農業機械の３次元走行シミュレーションにより、進入路の支障箇所を検出したため、進入路

の改修案を検討し改修工事を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-15 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例 

 
 
  

出典：SIPフォーラム 2022「知能化農機」シンポジウム 

   https://youtu.be/lGZbcu4cE18 
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（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「設計図作成」に該当する情報を BIM/CIM モデル化し、３次元的に確認することで、施工段

階での変更を最小限に抑え、設計の手戻りや工事遅延の防止など、詳細図作成段階における設

計確認の高度化、効率化を図る。 

 
【解説】 
「設計図作成」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM

モデルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-6 「設計図作成」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 

畦畔工の設計及びタイプ分

けは妥当か 
－ 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・適用した基準

等 

2 
舗装構成の設定は妥当か 

－ － － － 

3 
橋梁上部構造の設計荷重・タ

イプの選定及び下部構造の

形式の選定は妥当か 
－ 

・構造物モデル 
～400 

・適用した基準

等 

4 
路床用土は地区外からの搬

入かまたは流用か － － － － 

5 
ほ場進入路のタイプ区分は

妥当か － 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 

～400 
・適用した基準

等 

6 

道路工の縦断計画は取付構

造物と整合しているか 
－ 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・設計計算書等 

7 
構造図の規格は仕様書と整

合しているか － － － － 

8 

構造図は打合せ事項を反映

しているか 
－ － － 

（・打合せ事項

に関する資

料） 

9 

構造物の一般図に必要な項

目を記述しているか 
－ 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・設計計算書等 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.2.3. 施工計画 

（１）活用内容 

工事の順序、施工方法等を検討し、必要な情報を BIM/CIM モデル化し、これを活用して受

発注者間で最適な施工計画案を策定する。その主な内容は下記に示すものとする。 
ア 施工条件 
イ 施工方法 
ウ 土工計画 
エ 工程計画 
オ 工事機械、仮設備とその配置 
カ 環境保全対策 
キ 安全対策 

 
 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「施工計画」では計画の検討等に必要な情報を BIM/CIM モデルを活用し、仮設計画の可視

化や施工ステップのシミュレーションなどにより３次元的に確認することで、施工計画の妥当

性を効率的に照査し、検討の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「施工計画」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-7 「施工計画」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 
施工機械の導入機種の選定

は妥当か － － － － 

2 

施工時の道路・水路の仮回し

計画は適正か 
・線形モデル及び簡単

な土工形状、構造物モ

デルでよい。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～200 

・仮設道路、仮

回し水路の

設計概要情

報 

3 

工事用道路・搬入路計画は妥

当か 
・線形モデル及び簡単

な土工形状、構造物モ

デルでよい。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～200 

・工事用道路 
の使用目的、

設計概要情

報 

4 
工事特別仕様書の内容は適

正か － － － 
（・工事特別仕

様書） 

5 
地区外用水は考慮している

か － － － － 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 

 

 

 
  



第３編 67 
 

4.2.4. 数量計算 

（１）活用内容 

『土地改良工事数量算出要領（案）』に基づくとともに『土木工事数量算出要領（案）に対

応する BIM/CIM モデル作成の手引き（案）』を参考とし、BIM/CIM モデルを活用して数量の

算出を行う。算出した結果等については BIM/CIM モデルの属性情報等として付与するものと

する。 
 

【活用事例】 
4.1.4 数量計算を参照。 

 
 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「数量計算」では BIM/CIM モデルを活用した迅速かつ精度の高い数量の算出を行い、算出

した数量情報等を属性情報等として付与し確認を行うことで、業務の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「数量計算」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-8 「数量計算」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 

数量計算は適用基準及び打

合せ事項と整合しているか。

（有効数字・位取り・単位・

区分等） 

・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照するとともに、必

要に応じモデルを分

割し、必要な属性情報

を付与する。 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・数量総括表

など 

2 
数量計算に用いた寸法は図

面と一致しているか。 － － － － 

3 

数量取りまとめは、打合せの

とおりの種類・材料毎に計上

しているか。 

・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・数量総括表

など 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.3. 水路工 

4.3.1. 現地調査 

（１）活用内容 

設計に必要な現地状況を把握するために BIM/CIM モデルを活用して用排水施設の位置や用

排水系統等について確認するとともに、当該設計箇所における地形、地質、地物、土地利用状

況、景観特性等についても確認を行うものとする。また、工事用道路、仮排水路、施工ヤード

等の施工の観点から現地状況を BIM/CIM モデルを活用し把握、整理するものとする。 
 

【活用事例】 
4.1.1 現地調査を参照。 
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（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「現地調査」で把握した情報を地形モデル等に反映し３次元的に確認するとともに、これら

の情報を後工程に引き継ぐことで、業務の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「現地調査」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
次表の「確認内容及び BIM/CIM モデルの要件」の定義については以下のとおりである。 

 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 

 
 

表 4-9 「現地調査」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 

地形・地質（特殊土壌地帯）・

土地利用等現地の状況を把

握しているか 

・線的な物件は線形モ 
デル又は簡単な構造

物モデルでよい。 
・周辺の土地利用状況

など面的に表現する

場合はサーフェスな

どで領域を示す。 

・地形モデル 
・地質・土質モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル ～200 

・地形・地質条

件 
・現地状況及び

施設等の情

報 

2 

道路状況・河川状況を把握し

ているか 
・サーフェスなどで領

域を示すか、２D 図
面を地形サーフェス

へマッピングする等

して表現する。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル ～200 

・把握した各状

況の情報 

3 
周辺の環境状況を把握して

いるか － － － 

（・周辺環境の

情報・環境調

査等の資料） 

4 

支障物件の状況及びその処

理方針を把握しているか 
・線的な物件は線形モ 
デル又は簡単な構造

物モデルでよい。 
・面的に表現する場合

はサーフェスなどで

領域を示す。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル 

～200 

・支障物件の情

報 

5 
施工時の注意事項を把握し

ているか － － － 

（・施工条件） 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.3.2. 設計図作成 

（１）活用内容 

BIM/CIM モデルを活用して路線計画（平面計画、縦断計画）や付帯構造物の配置等の妥当性

を確認する。また、支障物件、周辺施設との近接等、施工条件が設計計画に反映されているか

の確認を行う。 
 

【活用事例】 
・BIM/CIM モデルにより、管路の布設施工時の掘削範囲と周辺家屋等との干渉の有無、作業

範囲等を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-16 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例（1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-17 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例（2） 
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（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「設計図作成」に該当する情報を BIM/CIM モデル化し、３次元的に確認することで、施工段

階での変更を最小限に抑え、設計の手戻りや工事遅延の防止など、詳細図作成段階における設

計確認の高度化、効率化を図る。 

 
【解説】 
「設計図作成」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM

モデルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-10 「設計図作成」における確認内容及び BIM/CIMモデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 
開水路か管水路か、その選定

理由を明らかにしているか － － － 
（・設計基本情

報） 

2 
付帯構造物は適正に配置さ

れているか － 
・構造物モデル 

～400 
・適用した基準

等 

3 
地区外用水受益の面積を把

握しているか － － － － 

4 
排水計画と排水路の構造の

整合性を検討しているか － 

・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル 

～400 
・設計基本情報 
・設計計算書等 

5 
下流水路断面から流下能力

のチェックを行っているか － － － － 

6 
暗渠排水工と支線排水路敷

高との調整はされているか － 

・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル 

～400 
・設計基本情報 
・設計計算書等 

7 
地区外排水の流入量を見込

んでいるか － － － － 

8 

用水路工・排水路工の縦断計

画は取付構造物と整合して

いるか － 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・設計計算書等 

9 
構造計算における設計条件

の諸数値は適正か － － － － 

10 
構造計算に使用する公式及

び諸数値は適正か － － － － 

11 
構造図の規格は仕様書と整

合しているか － － － － 

12 
構造図は打合せ事項を反映

しているか － － － 
（・打合せ事項

に関する資

料） 

13 

構造物の一般図に必要な項

目を記述しているか 
－ 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・設計計算書等 

14 

構造図は構造計算と整合し

ているか 
－ 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・設計計算書等 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.3.3. 施工計画 

（１）活用内容 

工事の順序、施工方法等を検討し、必要な情報を BIM/CIM モデル化し、これを活用して受

発注者間で最適な施工計画案を策定する。その主な内容は下記に示すものとする。 
ア 施工条件 
イ 施工方法 
ウ 土工計画 
エ 工程計画 
オ 工事機械、仮設備とその配置 
カ 環境保全対策 
キ 安全対策 

 
 
 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「施工計画」では計画の検討等に必要な情報を BIM/CIM モデルを活用し、仮設計画の可視

化や施工ステップのシミュレーションなどにより３次元的に確認することで、施工計画の妥当

性を効率的に照査し、検討の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「施工計画」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-11 「施工計画」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 
施工機械の導入機種の選定

は妥当か － － － － 

2 

施工時の道路・水路の仮回し

計画は適正か 
・線形モデル及び簡単

な土工形状、構造物モ

デルでよい。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～200 

・仮設道路、仮

回し水路の

設計概要情

報 

3 

工事用道路・搬入路計画は妥

当か 
・線形モデル及び簡単

な土工形状、構造物モ

デルでよい。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～200 

・工事用道路 
の使用目的、

設計概要情

報 

4 
工事特別仕様書の内容は適

正か － － － 
（・工事特別仕

様書） 

5 
地区外用水は考慮している

か － － － － 

6 
下流域への渇水対策を行っ

ているか － － － － 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.3.4. 数量計算 

（１）活用内容 

『土地改良工事数量算出要領（案）』に基づくとともに『土木工事数量算出要領（案）に対

応する BIM/CIM モデル作成の手引き（案）』を参考とし、BIM/CIM モデルを活用して数量の

算出を行う。算出した結果等については BIM/CIM モデルの属性情報等として付与するものと

する。 
 

 
 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「数量計算」では BIM/CIM モデルを活用した迅速かつ精度の高い数量の算出を行い、算出

した数量情報等を属性情報等として付与し確認を行うことで、業務の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「数量計算」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-12 「数量計算」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 

数量計算は適用基準及び打

合せ事項と整合しているか。

（有効数字・位取り・単位・

区分等） 

・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照するとともに、必

要に応じモデルを分

割し、必要な属性情報

を付与する。 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 
・地質・土質モデル 

～400 

・数量総括表

など 

2 
数量計算に用いた寸法は図

面と一致しているか。 － － － － 

3 

数量取りまとめは、打合せの

とおりの種類・材料毎に計上

しているか。 

・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 
・地質・土質モデル ～400 

・数量総括表

など 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.4. 暗渠排水工  

4.4.1. 現地調査 

（１）活用内容 

設計に必要な現地状況を把握するために BIM/CIM モデルを活用して、地形条件や暗渠落口

と排水路との位置関係について確認を行うものとする。 
 

 
 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「現地調査」で把握した情報を地形モデル等に反映し３次元的に確認するとともに、これら

の情報を後工程に引き継ぐことで、業務の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「現地調査」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
次表の「確認内容及び BIM/CIM モデルの要件」の定義については以下のとおりである。 

 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-13 「現地調査」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 

地形・地質（特殊土壌地帯）・

土地利用等現地の状況を把

握しているか 

・線的な物件は線形モ 
デル又は簡単な構造

物モデルでよい。 
・周辺の土地利用状況

など面的に表現する

場合はサーフェスな

どで領域を示す。 

・地形モデル 
・地質・土質モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル ～200 

・地形・地質条

件 
・現地状況及び

施設等の情

報 

2 
周辺の環境状況を把握して

いるか － － － 

（・周辺環境の

情報・環境調

査等の資料） 

3 
施工時の注意事項を把握し

ているか － － － 

（・施工条件） 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.4.2. 設計図作成 

（１）活用内容 

BIM/CIM モデルを活用して暗渠排水組織（吸水渠、集水渠、水閘、落口等）の配置の妥当性

を確認する。 
 

【活用事例】 
・吸水渠、集水渠、水閘、落口、給水栓及び用排水路の配置及び位置関係を確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-18 設計図作成において活用する BIM/CIM モデルの例 
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（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「設計図作成」に該当する情報を BIM/CIM モデル化し、３次元的に確認することで、施工段

階での変更を最小限に抑え、設計の手戻りや工事遅延の防止など、詳細図作成段階における設

計確認の高度化、効率化を図る。 

 
【解説】 
「設計図作成」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM

モデルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 

 
 

表 4-14 「設計図作成」における確認内容及び BIM/CIMモデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 
暗渠排水工の間隔・配置・材

料は妥当か － 
・地形モデル 
・線形モデル 
・構造物モデル 

～400 
・設計計算書等 
・適用した基準

等 

2 
構造図の規格は仕様書と整

合しているか － － － － 

3 
構造図は打合せ事項を反映

しているか － － － 

（・打合せ事項

に関する資

料） 

4 

構造物の一般図に必要な項

目を記述しているか 
－ 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・設計計算書等 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.4.3. 施工計画 

（１）活用内容 

工事の順序、施工方法等を検討し、必要な情報を BIM/CIM モデル化し、これを活用して受

発注者間で最適な施工計画案を策定する。その主な内容は下記に示すものとする。 
ア 施工条件 
イ 施工方法 
ウ 土工計画 
エ 工程計画 
オ 工事機械、仮設備とその配置 
カ 環境保全対策 
キ 安全対策 

 
 

 
 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「施工計画」では計画の検討等に必要な情報を BIM/CIM モデルを活用し、仮設計画の可視

化や施工ステップのシミュレーションなどにより３次元的に確認することで、施工計画の妥当

性を効率的に照査し、検討の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「施工計画」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-15 「施工計画」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 
施工機械の導入機種の選定

は妥当か － － － － 

2 

施工時の道路・水路の仮回し

計画は適正か 
・線形モデル及び簡単

な土工形状、構造物モ

デルでよい。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～200 

・仮設道路、仮

回し水路の

設計概要情

報 

3 

工事用道路・搬入路計画は妥

当か 
・線形モデル及び簡単

な土工形状、構造物モ

デルでよい。 

・地形モデル 
・線形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～200 

・工事用道路 
の使用目的、

設計概要情

報 

4 
工事特別仕様書の内容は適

正か － － － 
（・工事特別仕

様書） 

5 
地区外用水は考慮している

か － － － － 

6 
下流域への渇水対策を行っ

ているか － － － － 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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4.4.4. 数量計算 

（１）活用内容 

『土地改良工事数量算出要領（案）』に基づくとともに『土木工事数量算出要領（案）に対

応する BIM/CIM モデル作成の手引き（案）』を参考とし、BIM/CIM モデルを活用して数量の

算出を行う。算出した結果等については BIM/CIM モデルの属性情報等として付与するものと

する。 
 

 
 

 

（２）BIM/CIM モデルの活用方法 

「数量計算」では BIM/CIM モデルを活用した迅速かつ精度の高い数量の算出を行い、算出

した数量情報等を属性情報等として付与し確認を行うことで、業務の高度化、効率化を図る。 
 

【解説】 
「数量計算」における確認内容と、そのために BIM/CIM モデルを活用する場合の BIM/CIM モ

デルの作成のポイント、詳細度や属性情報等の目安について、次表に示す。 
 
表の項目の解説については、「4.1.1 （2）BIM/CIM モデルの活用方法」を参照。 
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表 4-16 「数量計算」における確認内容及び BIM/CIM モデルの要件 

No. 

確認内容 
※下線部は照査内容の 
うち、BIM/CIM の活用 

が期待される項目 

BIM/CIM モデル 
作成のポイント 

使用する主な

BIM/CIM モデル

の種類 
詳細度 属性情報等 

1 

数量計算は適用基準及び打

合せ事項と整合しているか。

（有効数字・位取り・単位・

区分等） 

・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照するとともに、必

要に応じモデルを分

割し、必要な属性情報

を付与する。 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・数量総括表

など 

2 
数量計算に用いた寸法は図

面と一致しているか。 － － － － 

3 

数量取りまとめは、打合せの

とおりの種類・材料毎に計上

しているか。 

・『土地改良工事数量算

出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領

（案）に対応する

BIM/CIM モデル作

成の手引き（案）』を

参照 

・地形モデル 
・土工形状モデル 
・構造物モデル 

～400 

・数量総括表

など 

※確認項目：設計業務照査の手引書（案）9.ほ場整備工を参考 
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